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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第１四半期連結
累計期間

第29期
第１四半期連結
累計期間

第28期

会計期間
 自平成22年４月１日
 至平成22年６月30日

 自平成23年４月１日
 至平成23年６月30日

 自平成22年４月１日
 至平成23年３月31日

売上高（千円） 3,370,156 3,437,370 13,779,380

経常利益（千円） 830,254 943,452 3,633,929

四半期（当期）純利益（千円） 388,801 392,227 2,110,805

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
371,032 443,227 2,038,210

純資産額（千円） 27,652,42529,294,93629,319,603

総資産額（千円） 32,232,65234,117,15934,084,724

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
415.48 419.14 2,255.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 85.8 85.9 86.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ４．第28期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

 　　　　　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による直接的被害に加えて、電力使用制限

等の要因により、経済活動に大きな混乱が生じ、景気の先行き不透明感が高まる状況で推移いたしました。

　当社グループの属する医療関連業界におきましては、昨年、診療報酬全体でのネットプラス改定が行われてお

りますが、業界全体としては、引き続き厳しい状況にあるといえます。

　このような事業環境下におきまして、特に、当社の製造面におきましては、震災の影響により、原材料等の供

給が不安定にもなりましたが、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は3,437,370千円（前年同四半期比2.0％

増）、連結営業利益は923,461千円（同15.7％増）、連結経常利益は943,452千円（同13.6％増）、連結四半期純利

益は392,227千円（同0.9％増）となりました。

　当社の商品区分である品目別の売上高は以下のとおりであります。

　人工透析類におきましては、国内外での販売数量増加により、1,378,768千円（前年同四半期比2.3％増）となり

ました。静脈留置針類におきましては、当社の開発した止血弁付安全静脈留置針の販売数量増加により、823,679

千円（同3.6％増）となりました。アンギオ類におきましては、1,226,002千円（同0.7％増）となりました。

 　 なお、当社グループは、医療機器の製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省

　略しております。

 　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、46,035千円であります。

　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ　

　ん。 

　

（４）従業員数

　　前連結会計年度末に比べ従業員数が84名増加しておりますが、その主な理由は在外子会社での生産拡大に伴う

　採用等によるものです。

　　なお、当社グループは、医療機器の製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付け

　た記載を省略しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,376,000

計 3,376,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 944,000 944,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

（注）

計 944,000 944,000 － －

　（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数

　　　は10株であります。　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。　　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成23年４月１日～

　平成23年６月30日
－ 944,000 － 1,241,250 － 10,378,585

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　8,210 ―

 権利内容に何ら限定の

 ない当社における標準

 となる株式であり、単

  元株式数は10株であり

  ます。　

完全議決権株式（その他） 普通株式　　935,710 93,571　　　　　同上

単元未満株式 普通株式　　　　 80 ― ―

発行済株式総数 　　　　　944,000 ― ―

総株主の議決権 ― 93,571 ―

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

メディキット

株式会社

東京都文京区湯島

一丁目13番２号
8,210 － 8,210 0.87

計 － 8,210 － 8,210 0.87

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　　

２．監査証明について

　　 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

   平成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四

半

   期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,333,041 19,031,030

受取手形及び売掛金 3,463,473 3,430,752

金銭の信託 500,000 500,000

商品及び製品 577,092 650,478

仕掛品 668,041 743,028

原材料及び貯蔵品 208,406 217,055

繰延税金資産 231,166 271,635

その他 96,633 159,781

貸倒引当金 △352 △349

流動資産合計 25,077,503 25,003,414

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,922,528 2,882,978

機械装置及び運搬具（純額） 771,368 754,684

工具、器具及び備品（純額） 1,087,429 1,089,226

土地 2,551,938 2,550,671

建設仮勘定 312,551 481,348

有形固定資産合計 7,645,816 7,758,910

無形固定資産 65,328 53,494

投資その他の資産

投資有価証券 310,773 321,660

保険積立金 107,292 107,292

繰延税金資産 736,862 734,093

その他 141,149 138,296

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 1,296,076 1,301,340

固定資産合計 9,007,221 9,113,744

資産合計 34,084,724 34,117,159
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,344,605 1,469,200

未払法人税等 800,477 438,933

賞与引当金 280,335 146,301

その他 403,359 845,906

流動負債合計 2,828,776 2,900,342

固定負債

退職給付引当金 294,779 276,768

役員退職慰労引当金 1,036,182 1,038,774

その他 605,382 606,338

固定負債合計 1,936,344 1,921,880

負債合計 4,765,121 4,822,222

純資産の部

株主資本

資本金 1,241,250 1,241,250

資本剰余金 10,378,585 10,378,585

利益剰余金 17,950,656 17,874,989

自己株式 △190,433 △190,433

株主資本合計 29,380,058 29,304,391

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △40,663 △7,793

為替換算調整勘定 △19,791 △1,661

その他の包括利益累計額合計 △60,454 △9,455

純資産合計 29,319,603 29,294,936

負債純資産合計 34,084,724 34,117,159

EDINET提出書類

メディキット株式会社(E02354)

四半期報告書

 8/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 3,370,156 3,437,370

売上原価 1,807,650 1,745,041

売上総利益 1,562,505 1,692,328

販売費及び一般管理費 764,425 768,866

営業利益 798,080 923,461

営業外収益

受取利息 9,115 4,138

受取配当金 3,939 4,134

受取地代家賃 7,609 7,547

その他 14,104 7,499

営業外収益合計 34,769 23,319

営業外費用

支払利息 2,260 2,255

減価償却費 － 787

その他 334 285

営業外費用合計 2,595 3,328

経常利益 830,254 943,452

特別利益

貸倒引当金戻入額 76 －

特別利益合計 76 －

特別損失

投資有価証券評価損 1,600 66,795

固定資産除却損 1,786 474

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,402 －

その他 － 1,642

特別損失合計 13,789 68,911

税金等調整前四半期純利益 816,541 874,540

法人税、住民税及び事業税 464,855 543,528

法人税等調整額 △37,115 △61,215

法人税等合計 427,739 482,313

少数株主損益調整前四半期純利益 388,801 392,227

四半期純利益 388,801 392,227
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 388,801 392,227

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,715 32,869

為替換算調整勘定 △54 18,130

その他の包括利益合計 △17,769 50,999

四半期包括利益 371,032 443,227

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 371,032 443,227

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。 

　

【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

　　半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（の

　　れんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 149,960千円 141,661千円

のれんの償却額 　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　－

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 467,894　　　500 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月29日

定時株主総会
普通株式 467,894　　　500 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

　　平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

当社グループは、医療機器の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 415円48銭 419円14銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 388,801 392,227

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 388,801 392,227

普通株式の期中平均株式数（千株） 935 935

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　訴訟

　当社及び当社子会社の東郷メディキット株式会社は、アメリカ合衆国ユタ州の会社であるフェイズ・メディカル・

インコーポレーテッド（以下　ＰＭ社という）により、東京地方裁判所において平成20年11月に特許権侵害訴訟を提

訴され、現在、係争中です。　

　ＰＭ社は、当社及び当社の上記子会社が製造販売していた静脈留置針の一部製品が、ＰＭ社の特許権を侵害している

として、同製品の製造・販売の差止、ならびに当社及び当社の上記子会社が連帯して8億1,708万円（訴え提起時の請

求額は1億3,800万円であったが、平成22年７月及び８月に増額された）の損害を賠償すべきことを請求しておりま

す。

　当社は、特許権の侵害はないことを主張しております。当社は、ＰＭ社の特許は無効とされるべきものであると考え

ており、無効審判請求を含めた対応を行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

メディキット株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　洋　史　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣　田　剛　樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているメディキット株式会
社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成
23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務
諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分
析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる
監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、メディキット株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重
要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　 

以　上

　（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

 期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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